
愛知教育大学教育実践総合センター紀要

第10号, pp.213~220 (February, 2007)

技術科教育における創造的思考の育成に関する研究

一学習スタイルに応じた製作実習の指導のあり方についてー

中 島 康 博(島根県出雲市立第二中学校)

松 本 弘 光(島根県出雲市立第二中学校)

宮 川 秀 俊(愛知教育大学技術教育講座)

(2006年10月30日受理)

Study on the Fostering of Creative Thinking in Technology Education

一Consideration on Teaching Methods in Productive Practices Corresponding to Different Learning Styles -

Yasuhiro NAKASHIMA (Daini Junior High School in Izumo-City, Shimane Prefecture)

Hiromitsu MATSUMOTO(Daini Junior High School in Izumo-City, Shimane Prefecture)

Hidetoshi MIYAKAWA(Department of Technology Education, Aichi University of Education)

要約 技術科教育において,創造的思考を育成するための製作実習を中心とした学習過程における指導のあり方を

検討するために,生徒の学習スタイルの違いと育成される創造的思考に関わる構成要素との関係について考究

した。その結果,製作実習を中心とした学習過程は,創造的思考を育成するために,〔中間型〕および〔熟慮

型〕の生徒に有効であるが,〔衝動型〕の生徒には明確な効果は見られないこと,〔中間型〕および〔熟慮型〕

の生徒はこの学習過程に順応しやすいのに対して,〔衝動型〕の生徒は特に個別の製作活動を中心とした学習

過程に順応しにくいこと,そして〔衝動型〕の生徒は,この学習過程では〈拡散的思考〉が伸長しにくいこと,

等が分かった。
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1。はじめに

中学校学習指導要領では,技術・家庭科の指導は

“工夫し創造する能力と実践的な態度すなわち創造的

な問題解決力を育成することを目指して行うこどと,

“基礎的,基木的な内容はすべての生徒に確実に習得

させなければならないこどが示されている1)。こ

のことは,さまざまな特性や学習レディネスを持つ生

徒に対し,それぞれの状況に応じて,創造的な問題解

決力の育成に関わる基礎的,基木的な内容を確実に習

得させる指導が重要であることを意味している。

一方,技術科の授業では,指導効果に大きく影響を

及ぼす要因として,学習内容に関わる経験の有無,興

味・関心の強さ,技能の習熟度そして学習スタイルの

違い等が考えられる。

このような中で,特に基礎的,基本的な技能を習得

させるための製作実習の指導のあり方を,生徒の学習

スタイルとの関連で実証的に検討した悧は少ないため,

本研究では,すべての生徒に創造的思考を育成するこ

とを指向した授業を取り上げ,生徒個々の学習スタイ

ルを基盤にした指導のあり方を,授業実践を通して究

明することにした。

一做に,創造的思考の育成は,問題解決的な学習過

程を通して行われることが多い。この問題解決的な学

習の成否に深く関わる学習スタイルについて辰野は。

“生徒が学習課題をどのように受けとめて,処理する

かという観点から,〔熟慮型〕と〔衝動型〕があり,

不確かな課題が生じたとき,前者は思慮深く反応する

のに対して,後者は衝動的に反応する"と指摘してい

る2)。なお,〔中間型〕とは,〔衝動型〕あるいは

〔熟慮型〕のどちらにも区別しにくい中間的な存在の

生徒である。

このような3つの学習スタイルを示す生徒それぞれ

が,技術科教育の指導において展開する学習の特性に

ついて把握するため,これまで,座学を中心とする学

習過程において,帰納的な学習過程を設定した授業実

践を行ってその効果を検討し,生徒の学習スタイルに

関わらず創造的思考の構成要素を伸長させるのに有効

であること等の知見を得た3)。

本研究は,これに引き続き,技術科教育特有の指導

過程である製作実習を中心とした学習において,学習

スタイルの違う生徒それぞれがどのように学習を展開

するかを把握し,より効果的な指導のあり方を構築す

るための知見を得ることを目的として,授業実践によ

る検討を行うことにした。
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2。研究方法

2.1 研究対象

授業実践は,N中学校第2学年生徒114名(男子生

徒55名,女子生徒59名)を対象とした。

対象とする生徒個々の学習スタイルは,新版学習適

応検査(教研式NEW-AAI)の結果によって分別し

た。その内訳は,〔衝動型〕が11名,〔熟慮型〕が37名,

そして〔中間型〕が66名である。

2｡2 学習指導計画

授業実践は,表1に示すように,単元『エネルギー

表1 学習指導計画(全25時間)

の変換と利用』(全25時間)の第10時から第13時まで

の小単元「蛍光灯の回路の製作」(全4時間)であ

る。それぞれの指導内容は,第9時までの「電気回路

の構成」と「蛍光灯の回路の構成」についての学習の

後,第10時が‘配線コードの加工方法'について,第

11時が‘はんだづけの原理と方法'について,第12時

から第13時が‘蛍光灯の回路の配線と点検'である。

学習内容の概要は,まず第10時は,蛍光灯の回路を

製作するために使用する配線コードの加工方法を習得

するための学習である。その展開は,配線コードの加

工方法について演示を行いながら方法と留意点を説明
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した後,生徒個々の製作品の配線コードを加工させ

た。

次に,第11時は,はんだづけの原理を説明した後,

はんだづけの基本動作を,演示を行いながら説明を行っ

た。そして,接合する部品の形状によって加熱時間を

調整する感覚を把握するために,形状の異なる部品同

士のはんだづけの練習を行わせた。

続いて,第12時は,生徒個々の製作品である蛍光灯

回路の製作を行わせた。その内容は,蛍光ランプのソ

ケットに配線コードを接合することを中心とした実習

である。

そして,第13時は,引き続き生徒個々の蛍光灯回路

の製作を個別に行わせて,完成した製作品の点検を行っ

た。

2｡3 調査

製作実習を中心とした学習指導において,創造的思

考の育成状況を把握するために,創造的思考の育成状

況調査を,第9~12時の各授業終了直後に実施した。

これまで,技術科教育における創造性の育成状況を,

3つの構造と14の構成要素を設定すると共に創造性診

断テストを作成し,それを用いて指導過程と創造性の

育成状況の関連について把握してきた4)。本研究で

は,それを授業終了直後に短時間で調査できるよう

に,創造的思考に直接関わる構成要素であるく拡散的

思考〉と〈集中的思考〉,さらにそれらと密接に関わ

りがあると思われる〈情報収集力〉,〈自己評価〉,そ

して〈自主性〉の5つの構成要素に対応した質問で構

成した創造性形成過程テストを作成し,第9時の‘蛍

光灯の回路づくり'終了直後,第10時の‘配線コード

の加工を行う製作実習'終了直後,第11時の‘はんだ

づけの方法の習得を行う製作実習'直後,そして第

12時の‘蛍光灯回路の製作の前半'終了直後に実施し

た。作成した調査用紙は,図1に示すように,質問1

~質問3が〈自主性〉に,質問4~質問6がく情報収

集力〉に,質問7と質問8が〈拡散的思考〉に,質問

図1 創造的思考の育成状況の調査用紙
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9と質問10が〈集中的思考〉に,質問11と質問12が

〈自己評価〉に,質問13~質問16が〈製作技能〉に,

質問17が〈速さ〉に,質問18が〈進め方〉,質問19が

〈成就感〉に,質問20が〈充実感〉にそれぞれ対応し

ている。

なお,各質問に対する評価は,Aを全くその通り

(4点),Bをどちらかというとそうだ(3点),Cを

どちらかというとちがう(2点),Dを全くちがう

(1点)の4段階とし,これらの数値を処理した結果

によって創造的思考の育成状況を分析することにした。

3。研究結果

各授業における創造的思考の構成要素の育成状況に

ついての調査結果は,第9時終了直後,第10時終了直

後,第11時終了直後,第12時終了直後,それぞれにお

いて学習スタイルのタイプ別に,生徒全員の合計得点

を単純平均した値を平均得点とした。

なお,結果を示す図は,指導過程を横軸に,それぞ

れの平均得点を縦軸に表すことにする。

3｡1 創造的思考の育成状況

(1)《創造的思考全体》の育成状況

《創造的思考全体》の育成状況は,図2に示すよう

に,〔衝動型〕,〔中間型〕および〔熟慮型〕いずれの

タイプの平均得点も,第10時後以降の製作実習を中心

とした学習では,第9時以前の座学を中心とした学習

の中間値2.5点より値が高くなっている。

図2《創造的思考全体》の平均得点

また,〔中間型〕と〔熟慮型〕の第9時後から第12

時後にかけての平均得点は,それぞれ2.95点から

3.38点, 2.88点から3.23点の間で推移しており,〔衝

動型〕のそれが2.47点から2.72点の間で推移するの

に対して,高い値を維持している。

さらに,製作実習における値の増減を見てみると,

〔衝動型〕の値は大きな増減は見られないのに対して,

〔中間型〕の値は指導過程にしたがって増加し,〔熟慮

型〕の値は第10時後から第11時後にかけて増加し,第

12時後で若千減少している。

これより,〔衝動型〕,〔中間型〕および〔熟慮型〕

いずれのタイプの生徒も,製作実習を中心とした学習

の方が座学を中心とした学習よりも創造的思考を育成

するのに効果があること,中でも,〔中間型〕と〔熟

慮型〕の生徒にその効果が大きく,指導過程の進展と

共に成長していくことが分かる。一方,〔衝動型〕の

生徒は,指導過程の進展にも関わらず大きく伸長する

ことはないことが分かった。

(2)〈自主性〉の育成状況

〈自主性〉の製作実習における値は,図3に示すよ

うに,〔中間型〕の第9時後から第12時後にかけての

平均得点は, 2.98点から3.40点の間で推移して値が

最も高く,続いて〔熟慮型〕のそれは, 2.82点から

3.20点の間で推移しており,第10時後以降では共に

ほぼ3.0点以上を維持している。一方,〔衝動型〕の

それは, 2.52点から2.67点の間で椎移して値はやや

低く,第10時後以降ではほぼ2.7点の値を維持してい

る。

これより,〔中間型〕と〔熟慮型〕の〈自主性〉は,

第11時後から第12時後の事前練習が含まれていたり,

個別の製作活動が含まれている学習で高い値を維持し

ている。中でも,〔中間型〕の〈自主性〉がその傾向

が顕著であること,一方,〔衝動型〕の〈自主性〉は,

事前練習や個別の製作活動を取り入れた学習であって

もあまり変化しないことが分かった。

図3〈自主性〉の平均得点

(3)〈情報収集力〉の育成状況

〈情報収集力〉の製作実習における値は,図4に示

すように,[中間型]の第9時後から第12時後にかけ

ての平均得点は, 2.95点から3.37点の間で推移して

値が最も高く,続いて〔熟慮型〕のそれは, 2.77点

から3.14点の間で推移しており,第10時後以降では

共にほぼ2.9点以上を維持している。一方,〔衝動型〕

のそれは, 2.49点から2.70点の間で推移して値はや
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や低く,第jO時後以降では2.5点から2.7点の間で推

移している。
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図4〈情報収集力〉の平均得点

第12時後

これより,C中間型〕と〔熟慮型〕のく情報収集

力〉は,第U時後から第12時後の事前練習が含まれた

学習で高まり,それに引き続く個別の製作活動が含ま

れる学習でさらに大きく高まる。中でも,〔中間型〕

の〈情報収集力〉がその傾向が顕著であること,また,

〔衝動型〕の〈情報収集力〉は,事前練習や個別の製

作活動を取り入れた学習であっても変化しないことが

分かった。

(4)〈拡散的思考〉の育成状況

〈拡散的思考〉の製作実習における値は,図5に示

すように,〔中間型〕の第9時後から第12時後にかけ

ての平均得点は, 2.96点から3.34点の間で推移して

値が最も高く,続いて〔熟慮型Jのそれは, 2.97点

から3.11点の間で推移しており,第10時後以降では

〔中間型〕がほぼ3.0以上を維持している。一方,〔衝

動型〕のそれは, 2.59点から2.64点の間で推移して

値はやや低く,第10時後以降では3.05点から2.64点

へと徐々に減少している。

図5〈拡散的思考〉の平均得点

これより,[中間型]の〈拡散的思考〉は,第10時

後から第12時後の個別の製作活動が含まれる学習で次

第に伸長されている。〔熟慮型〕の〈拡散的思考〉は,

事前練習が含まれた学習で大きく伸張すること,また,

〔衝動型〕の〈拡散的思考〉は,単純な指導後に製作

をする学習で大きく伸長するものの,事前練習や個別

の製作活動などの学習ではあまり使われないことが分

かった。

(5)〈集中的思考〉の育成状況

〈集中的思考〉の製作実習における値は,図6に示

すように,C中間型jの第9時後から第12時後にかけ

ての平均得点は, 2.87点から3.31点の間で推移して

値が最も高く,続いて〔熟慮型〕のそれは, 2.56点

から3.12点の間で推移し,第10時後以降では共にほ

ぼ2.8点以上を維持している。一方,〔衝動型〕のそ

れは, 2.41点から2.73点の間で推移して値はやや低

く,第10時後以降ではほぼ2.7点の値を維持している。

図6〈集中的思考〉の平均得点

これより,〔中間型〕の〈集中的思考〉は,第11時

後から第12時後の事前練習が含まれる学習で高まり,

それに引き続く個別の製作活動が含まれる学習でさら

に大き〈伸長する。〔熟慮型〕の〈集中的思考〉は,

事前練習が含まれた学習で高まり,個々の製作活動が

含まれる学習ではその値が維持されること,また,

〔衝動型〕の〈集中的思考〉は,事前練習や個別の製

作活動を取り入れた学習であっても変化しないことが

分かった。

(6)〈自己評価〉の育成状況

〈自己評価〉の製作実習における値は,図7に示す

ように,〔中間型〕の第9時後から第12時後にかけて

の平均得点は, 3.07点から3.40点の間で推移して値

が最も高く,続いて〔熟慮型〕のそれは, 2.95点か

ら3.15点の間で推移しており,第10時後以降では共

にほぼ3.1点以上を維持している。一方,〔衝動型〕

のそれは, 2.45点から2 on点の間で推移して値はや

や低く,第10時後以降では2.6点から2.8点へ若干増
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加している。
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図フ〈自己評価〉の平均得点

第12時後

これより,〔中間型〕の〈自己評価〉は,第11時後

から第12時後の事前練習が含まれる学習および個別の

製作活動が含まれる学習で次第に伸長される。また,

〔熟慮型〕の〈自己評価〉は,事前練習が含まれる

学習で高まるが,個々の製作活動が含まれる学習では

低下する傾向が見られること,さらに,〔衝動型〕の

〈自己評価〉は,事前練習が含まる学習と個々の製作

活動が含まれる学習を通じて次第に伸長されることが

分かった。

(7)〈製作技能〉の育成状況

〈製作技能〉の製作実習における値は,図8に示す

ように,〔中間型〕の第9時後から第12時後にかけて

の平均得点は, 2.97点から3.41点の間で推移して値

が最も高く,続いて〔熟慮型〕のそれは, 2.78点か

ら3.20点の間で推移しており,第10時後以降では共

にほぼ3.0点以上を維持している。一方,〔衝動型〕

のそれは, 2.41点から2.77点の間で推移して値はや

や低く,第10時後以降では2.6点から2.8点へ若干増

加している。

図8〈製作技能〉の平均得点

これより,〔中間型〕の生徒の〈製作技能〉は,第

11時後から第12時後の事前練習が含まれる学習および

個々の製作活動が含まれる学習で次第に伸長される。

また,〔熟慮型〕の〈製作技能〉は,事前練習が含ま

れる学習で高まるが,個別の製作活動が含まれる学習

では低下する傾向が見られること,さらに〔衝動型〕

の〈製作技能〉は,事前練習が含まれる学習で大きく

伸長し,個々の製作活動が含まれる学習においてもほ

ぼそれは維持されることが分かった。

3｡2 授業に対する印象について

(1)〈速さ〉について

授業の速さについての印象は,図9に示すように,

〔中間型〕と〔熟慮型〕の生徒は,第10時後から第12

時後にかけての平均得点は,共に3.33点から3.43点

の間で推移して値が高く,ほぼ自分にあった速さで授

業が進められたと感じている。一方,〔衝動型〕のそ

れは, 2.46点から2.82点の間で推移して中間値2.5

点より高く,徐々に増加しており,特に事前練習を含

む学習がどちらかというと自分にあった速さの授業で

あると感じている。

図9〈速さ〉の平均得点

(2)〈進め方〉について

授業の進め方についての印象は,〔中間型〕と〔熟

慮型〕の生徒は,第10時後から第12時後にかけての平

均得点は共に3.25点から3.46点の間で推移して値が

高く,ほぼ分かりやすい授業が展開されたと感じてい

る。一方,〔衝動型〕のそれは2.55点から2.82点の

間で推移しており中間値2.5点より高いが,第12時後

で低下しており,特に個別の製作活動が含まれる学習

について分かりやすい進め方であるとは言えないと感

じている。

(3)〈成就感〉について

授業における成就感については,図10に示すように,

〔中間型〕と〔熟慮型〕の生徒は,第10時後から第12

時後にかけての平均得点は共に3.25点から3.43点の
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間で推移して値が高く,ほぼ満足できる学習が展開で

きたと感じている。一方,〔衝動型〕のそれは, 2.64

点から2.91点の間で推移して中間値2.5点より高い

が,第12時後で低下しており,特に個別の製作活動が

含まれる学習では満足できるとは言えないと感じてい

る。

図10〈成就感〉の平均得点

(4)〈充実感〉について

授業における充実感については,〔中間型〕と〔熟

慮型〕の生徒は,第10時後から第12時後にかけての平

均得点は,共に3.27点から3.52点の間で推移して値

が高く,ほぼ充実した学習が展開できたと感じている。

一方,〔衝動型〕のそれは, 2.82点から2.91点の間で

推移しており中間値2.5点より高い値を維持しており,

どちらかというと充実した学習ができたと感じている。

3｡3 創造的思考と授業に対する印象の関係

創造的思考の各構成要素の育成状況と授業に対する

印象の関係を把握するために,授業に対する印象につ

いて,〈速さ〉と〈進め方〉をまとめて《授業の進め

方》に,〈成就感〉と〈充実感〉をまとめて《学習の

達成感》とし,これらと創造的思考の各構成要素の育

成状況との関連を検討した。関係を示す図は,創造的

思考全体および各構成要素の平均得点を縦軸に,授業

の進め方または学習の達成感の平均得点を横軸に表す

ことにする。

(1)《創造的思考全体》と《授業の進め方》の関係

《創造的思考全体》の育成状況と授業の進め方の関

係について見てみると,図11に示すように,〔熟慮型〕

と〔中間型〕の《創造的思考全体》と《授業の進め

方》の平均得点は,それぞれ2.9点~3.3点, 3.1点

~3.4点と高い値の範囲で伸長している。これに対し

て,〔衝動型〕の《創造的思考全体》と《授業の進め

方》の平均得点は,それぞれ2.5点~2.7点, 2.6点

~2.7点とやや低い値で推移しており,特に《授業の

進め方》の伸長幅が小さい。

図11《創造的思考全体》と《授業の進め方》の関係

これらのことより,〔熟慮型〕と〔中間型〕の《創

造的思考全体》は,《授業の進め方》に順応しながら

伸長するのに対して,〔衝動型〕のそれは,《授業の進

め方》にほとんど影響されることなくわずかに伸びる

ことが分かった。

(2)《創造的思考全体》と《学習の達成感》の関係

《創造的思考全体》の育成状況と《学習の達成感》

の関係について見てみると,図12に示すように,〔熟

慮型〕と〔中間型〕の《創造的思考全体》と《学習の

達成感》の平均得点は,それぞれ2.9点~3.3点, 3.1

点~3.4点と高い値の範囲で伸長している。これに対

して,〔衝動型〕の《創造的思考全体》と《学習の達

成感》の平均得点は,それぞれ2.5点~2.7点, 2.6

点~2.8点とやや低い値で推移しており伸長幅は小さ

いが,両者共に伸びている。

図12《創造的思考全体》と《学習の達成感》の関係

これらのことより,〔熟慮型〕と〔中間型〕の《創

造的思考全体》は,《学習の達成感》を高めながら伸

長するのに対して,〔衝動型〕のそれは,《学習の達成
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感》を少しずつ高めながら伸びることが分かった。

(3)創造的思考の各構成要素と《授業の進め方》や

《学習の達成感》との関係

創造的思考の構成要素である〈自主性〉,く情報収

集力〉,そして〈自己評価〉や〈製作技能〉と《授業

の進め方》あるいは《学習の達成感》との関係は,

《創造的思考全体》とそれぞれとの関係とほぼ同様の

傾向を示しているが,〈拡散的思考〉と《授業の進め

方》の関係と,〈集中的思考〉と《授業の進め方》の

関係は,次に示すようにやや異なる傾向を示している。

まず,〈拡散的思考〉と《授業の進め方》の関係を

見てみると,図13に示すように,〔中間型〕のく拡散

的思考〉は,《授業の進め方》に順応しながら大きく

伸長し,〔熟慮型〕のそれは,《授業の進め方》に順応

しながら少し伸長するのに対して,〔衝動型〕のそれ

は,《授業の進め方》にほとんど影響されることはな

く,しかもわずかしか伸びないことが分かった。

図13〈拡散的思考〉と《授業の進め方》の関係

一方,〈集中的思考〉と《授業の進め方》の関係に

ついては,〔熟慮型〕と〔中間型〕の〈拡散的思考〉

は,はじめは低い値であるが《授業の進め方》に順応

しながら大きく伸長するのに対して,〔衝動型〕のそ

れは,《授業の進め方》にほとんど影響されることは

ないもののわずかに伸長することが分かった。

4。まとめと今後の課題

製作実習を中心とする学習において,学習スタイル

の違いを考慮した創造的思考の育成をめざす指導のあ

り方を検討するために,授業実践によって創造的思考

の育成状況の調査を行った。その結果,製作実習を中

心とした学習過程における学習スタイルの異なる生徒

の創造的思考の育成状況について,以下のことが明ら

かとなった。

(1)製作実習を中心とする学習は,〔中間型〕と〔熟

慮型〕の生徒の創造的思考を育成するのに,事前練習

や個別の製作活動を含む学習過程が有効であるのに対

して,〔衝動型〕の生徒のそれは,同じ学習過程では

明確な効果が見られない。

(2)製作実習を中心とする学習に対する印象は,〔中

間型〕と〔熟慮型〕の生徒のそれは概ね良好で,学習

過程の進展と共に徐々に高まっていくのに対し,〔衝

動型〕の生徒のそれは明確な高まりは見られず,特に

個別の製作活動を含む学習過程で低下する傾向が見ら

れる。

(3)製作実習を中心とする学習における創造的思考の

育成と授業に対する印象の関係は,〔中間型〕と〔熟

慮型〕の生徒はこの学習過程に順応しながら創造的思

考を伸長させていくが,〔衝動型〕の生徒はこの学習

過程にあまり順応できず,特に〈拡散的思考〉の伸長

は見られない。

以上,製作実習を中心とした学習における学習スタ

イルの異なる生徒の創造的思考の育成状況について,

数余の知見を得ることができた。

今後,これに引き続いて,製作実習を中心とする学

習において,〔衝動型〕の生徒の創造的思考を効果的

に育成するための教材の開発と学習の内容や方法の改

善を行い,それよりその効果を検証していきたい。
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